
 

（第２号様式）   
令和６年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜国際高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・世界市民として自立

し、探究心、知識、思

いやりに富み、豊かな

世界観を身に付けたグ

ローバルリーダーの育

成に向けて、質の高い

英語教育、多様な言語

や文化の学び、及び探

究的な学びを重視した

国際教育の取組を推進

する。 

・国際科及び国際バカロ

レアコースの特色ある

教育課程を生かし、２

つの教育課程間を含む

教科等横断的なカリキ

ュラム・マネジメント

を推進する。 

・ＩＣＴの利活用を図

り、みずから課題を発

見し課題解決を図る探

究学習を推進する。 

・２つの教育課程に共通し

た校内授業研究テーマを

設定し、それに基づき各

教科で授業研究を進め、

その取組の成果を公開研

究授業で検証する。 

 

・探究活動を深めるための

授業研究を進めるととも

に、探究の成果発表会の

充実を図る。 

・学校としての校内授業研

究テーマ及び各教科の研

究テーマを設定し、それ

に基づく授業研究を進め

て、公開研究授業を実施

できたか。 

 

・総合的な探究の時間にお

いて、学習目標の達成に

向けた取組が実施できた

か。 

     

２ 生徒指導・支援 

・多様で柔軟な生徒支援

体制及び相談体制を推

進し、規範意識を身に

付けさせるとともに、

生徒の自己理解と相互

理解を深めるきめ細か

な指導・支援を行う。 

・学校外の教育力も活用

し、生徒の状況を把握

するとともに、職員間

の情報共有を図り、適

切な指導・支援につな

げる。 

・学校生活を通じて生徒

に自主自立の力が身に

付くように指導する。 

・ＳＣやＳＳＷ等との連

携、ケース会議の開催等

をとおして職員の情報共

有を図り、生徒が抱える

課題の把握及び適切な指

導・支援を行う。 

・生徒の自主的な活動や行

事等をとおして自主自立

の力を身に付けさせる。 

・かながわサポートドック

の効果的な活用を含め、

生徒の課題の把握及び適

切な指導・支援が実施で

きたか。 

 

・学校行事や部活動等、生

徒の主体的な活動を支援

できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

・海外を視野に入れた生

徒の進路希望の実現に

向け、学習意欲を高

め、幅広い学力の習得

と定着を図り、組織的

計画的な進路指導を行

う。 

・生きる力の育成を目指

し、自主的に将来の進

路や職業について深く

学び、人生設計ができ

る資質能力を育む。 

・日々の授業に積極的に

取り組む姿勢を身に付

けさせるとともに、み

ずからの学力を的確に

把握し、将来の目標設

定ができる力を育成す

る。 

・生徒個々の進路希望の

状況を踏まえ、総合型

選抜から一般選抜ま

で、多様な入試に対応

できる進路指導体制の

構築を図る。 

・国内及び海外への進学に

向けて３年間を見通した

系統的な指導を実施す

る。 

 

 

 

・カレッジカウンセラー及

び学校外の教育力も活用

しながら、進路実現につ

ながる情報の収集を進

め、適切なタイミングで

進路説明会や面談等を実

施する。 

・ガイダンスルームの整備

と充実、チューター制の

活用推進、模試の効果的

な振り返り等によって、

３年間を見通した計画的

な進路指導体制をつくれ

たか。 

・学校外の教育力も活用し

ながら、生徒及び保護者

に時機を得た情報提供を

行って、進路実現につな

げることができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・環境問題や社会奉仕に

ついて取り組み、生徒

が主体的に関わりなが

ら、地域に開かれた学

校づくりを行うととも

に、地域社会や国際社

会に貢献できるように

する。 

 

 

 

 

・広報活動の推進、学校

運営協議会の活用及び

地域の町内会や小・

中・特別支援学校等と

の連携をとおして、地

域社会に開かれた学校

づくりを推進する。 

 

・高大連携や各種ＮＰＯ

との連携等を通して、

国際社会に貢献する意

識を高める。 

 

・学校説明会や学校ホーム

ページの充実を図るとと

もに、地域と連携した取

組を推進する。 

 

 

 

 

・高大連携協定を結ぶ東京

外国語大学や清泉女子大

学との連携を充実させる

とともに、生徒が自主的

に進める各種ＮＰＯとの

連携を支援する。 

・本校を志望する中学生や

その保護者、及び一般県

民をはじめとした外部に

本校の魅力が伝わる学校

説明会ができたか。ま

た、充実した学校ホーム

ページを作成することが

できたか。 

・大学や各種ＮＰＯとの連

携等を通じて、国際社会

に貢献する意識の醸成が

できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・ワーク・ライフ・バラ

ンスに配慮した教員の

働き方改革を推進す

る。 

 

・生徒の安心・安全のた

めに教育環境を整備

し、併せてコンプライ

アンスの徹底、事故・

不祥事防止に努める。 

 

 

 

 

・ＩＣＴの利活用等によ

ってペーパーレス化に

向けた取組を進め、会

議時間の短縮を図る。 

 

・施設設備の点検と確認

を進めるとともに、避

難訓練の充実を図る。

また、事故・不祥事防

止に向けた取組を推進

する。 

 

 

・ＩＣＴ環境のさらなる整

備を進めると同時に、そ

の活用を図る取組を推進

する。 

 

・危険につながる箇所の点

検や確認を進めるととも

に、実際の場面を想定し

た効果的な避難訓練を実

施する。また不祥事防止

の研修等を通じて事故・

不祥事につながる事案の

背景や防止策について職

員で情報共有を行う。 

 

・会議のペーパーレス化を

進めることができたか。

また、働き方改革に向け

た取組を推進することが

できたか。 

・定期的に施設設備の点検

行うとともに、工夫ある

避難訓練が実施できた

か。また、事故不祥事防

止につながる研修を実施

できたか。 

     

 

 


